
１．はじめに
本研究の目的は，中学校教員が求める ICT活用の研修
ニーズを構造的に把握すると共に，学習効果期待との関
連性を検討することである。
社会の急速な情報技術の進歩に伴い教育現場において
も ICT環境の整備と教員の ICT活用能力の向上が求め
られている。政府は G7教育大臣会合倉敷宣言（2016）に
おいて教えや学びの改善・向上策について言及している。
その宣言文の中でも技術革新に対応した教育について
「ICTが，課題の発見・解決を促す主体的・協働的かつ双
方向の多様な学びを実現するための効果的なツールであ
ることを我々は認識する。教員と児童生徒の対面指導の
重要性を認識しつつ，我々は ICTを用いた質の高い教育
を促進する必要がある。」とし，また「教員が教室で ICT
を使うスキルを向上させることが重要であることを確信
する。」と明記されている1)。文部科学省においても，

2018年３月に公示された小学校・中学校学習指導要領の
総則では「各学校において，コンピュータや情報通信ネッ
トワークなどの情報手段を活用するために必要な環境を
整え，これらを適切に活用した学習活動の充実を図るこ
と。また，各種の統計資料や新聞，視聴覚教材や教育機
器などの教材・教具の適切な活用を図ること」が掲げら
れている2),3)。学校現場の ICT活用と環境整備の必要性
については1999年改訂の学習指導要領より示されている
が，近年増々その重要性が高まっていることが見てとれ
る4)。ICT の環境整備については2011年の文部科学省
「教育の情報化ビジョン」の公示に伴い学校現場での，デ
ジタル教科書，デジタル教材，ネットワーク環境等の
ICT 環境の整備は継続的に進められている5)。さらに
「教育の ICT化に向けた環境整備５か年計画（2018～2022
年度）」が策定され，目標水準には至っていないものの，
無線 LAN・校内 LANや超高速インターネット接続，電
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本研究の目的は，中学校教員が求める ICT授業活用の研修に対するニーズ（以下，研修ニーズ）を構造的に把握すると
共に，ICT授業活用に期待する効果（以下，学習効果期待）との関連性を検討することである。全国の中学校500校計5000
名の中学校教員（有効回答1160名）を対象とした実態調査を実施し，中学校教員の研修ニーズを分析した。その結果，「ICT

機器・教材の操作方法」因子，「ICT授業活用の研究推進」因子，「ICT授業活用のノウハウ」因子，「ICT授業活用の実践
事例」因子の４因子が抽出された。これらの因子と学習効果期待との関連性について重回帰分析を行ったところ，活用群
では「協働学習の深化期待」や「個人学習の深化期待」から研修ニーズへの影響力が認められた。これに対し非活用群で
はむしろ「学習意欲の向上期待」や「表現力の育成期待」からの影響力が優勢であった。これらの結果から，ICT授業活用
に関する研修の構築に向けては，中学校教員が ICT授業活用に対して適切な学習効果への期待を形成できるよう支援する
と共に，実践経験の有無を考慮した研修内容構成を適切に使い分けることが重要であると推測された。
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子黒板接続等高水準の ICT環境についても，設備率は増
加傾向にある6)。学校現場の ICT環境の進歩に伴い教員
にもより広く ICT活用能力が求められている。文部科
学省が2010年に刊行した「教育の情報化に関する手引き」
では教員の ICT活用指導力チェックリストを設定して
いる7)。「平成28年度学校における教育の情報化の実態
等に関する調査結果（概要）」 において ICT活用指導力
チェックリストに基づき行われた調査によると，「教材
研究・ 指導の準備・ 評価などに ICTを活用する能力」，
「情報モラルなどを指導する能力」，「校務に ICTを活用
する能力」 はいずれも80%以上の値を示しているのに
対し, ICT授業活用と関連が深い「授業中に ICTを活用
して指導する能力」や「児童・生徒の ICT活用を指導す
る能力」はそれぞれ76.6%, 67.1%であった8)。この結果
から，教員の ICT授業活用に課題が確認される。
教員の ICT授業活用の向上への手立てとして教員研
修の充実が挙げられる。中学校教員の研修受講者数は
2009年度の14.9%から2017年度では45.2%まで増加して
おり9),10)，ICT活用能力向上への関心の高まりが読み取
れる。今後も昨今の時代背景や進む ICT環境の整備に
伴い ICT活用能力向上研修の必要性は高まると考えら
れ，研修のあり方についてのさらなる検討の必要性が生
じている。
森山ら（2019）は中学校各教科の教員の ICT活用に対
する学習効果期待について因子分析を行っている。その
結果，ICTの活用によって, 探究的な学びが深まる学習
効果を期待する「学びの探究的深化期待」（「協働学習の
深化期待」,「個人内学習の深化期待」） , 授業に対する生
徒の意欲を高め, 学びへの積極性を高める学習効果を期
待する「学習意欲の向上期待」, 生徒が自らの考えを適切
に発表したり, 表現したりできるようになる学習効果を
期待する「表現力の育成期待」の３因子２クラスタの存
在を明らかにし，それに基づいた研修のあり方を検討し
ている11)。
尹ら（2018）は日本語教師が ICT活用に関してどのよ
うな意識を持って教育実践を行っているのかを分析し，
制度整備および教育・学習環境づくりについて研究を
行っているが，教師が ICTを使用する際に，使用のきっ
かけが必要であり，そして，経験による影響と環境によ
る影響を受けて，ICTを使用するかしないかを選択して
いることを明らかにしている12)。金澤ら（2017）は，都
道府県教育センターにおける教員研修と教員の ICT活
用指導力との関係について調査しており，ICT活用指導
力の向上が見られた特徴を分析し，研修講座数の多さと
の関連性を明らかにしている13)。さらに金澤ら（2018）
は，ICTに関する教員の研修受講と活用指導力との経年
変化についても調査しており，研修受講割合の増加ほど
ICT活用指導力はしていないことを報告している。この

ことから ICT活用指導力の向上に効果的な具体的研修
内容を調査することを課題として掲げている14)。千々
布ら（2018）は教員の ICT活用指導力に寄与する教育委
員会の研修の要因分析を行っている。その結果，都道府
県において教育センターがイニシアティブを持って研修
講座を企画していることが ICT活用指導力水準と相関
していたことを明らかにしており，さらに教育センター
の情報部門職員が講師となることと ICT活用指導力水
準と相関していたことから教育センター・スタッフの力
量向上の必要性を報告している15)。
これらの研究は研修における ICT活用指導力を向上
させた要因を明らかにしているが，教育現場で実際に子
供たちと向き合い指導を行っている教員自身の研修ニー
ズを明らかにできていない上に学習効果期待との関連性
にも言及できていない。そこで，本研究では ICT授業活
用に関する研修システムの構築に向けた基礎的資料とし
て中学校教員が求める ICT活用の研修ニーズを構造的
に把握すると共に，学習効果期待との関連性を検討する
こととした。

２．研究の方法
2.1調査対象者
調査は，全国学校総覧より無作為に抽出した中学校
500校の教職経験年数（１～５年，以降５年刻みで36年以
上までの８グループ）の中学校教員計5000名を対象に
行った。１校当たり内訳は，国語，社会，数学，理科，
音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語を担当する10
名の中学校教員である。その結果，500校中135校計1405
名から返信があり，1160名の有効回答を得た（回収率：
27.0%，有効回答率23.2%）。なお，各都道府県，及び各都
市から抽出する中学校数は，総務省の「都市別人口」の
Excel表データ16)の人口分布に基づき割り振りを行い決
定した。
なお，調査票には，本調査で収集したデータが研究目
的以外には使用されないこと，回答者の個人情報等が公
開されることはなく個人の特定ができないようにするこ
と，回答は自由意思であり研究に同意できない場合には
回答しなくても良いことなどを明記した。
2.2調査内容
まず，調査対象者の ICT活用の状況を把握するため
に，授業において ICTを活用する頻度を「単元や場面を
問わずいつも活用」，「特定の単元や場面に応じて活用」，
「活用していない」の選択肢から一つ選択させる質問項
目を設定した。なお，分析では「単元や場面を問わずい
つも活用」，「特定の単元や場面に応じて活用」を選択し
た教員を ICT活用群，「活用していない」を選択した教
員を ICT非活用群とした。
次に ICT授業活用の研修としてどのような内容の研
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表１ 研修ニーズに関する質問項目別平均値

修を希望するか（以下，研修ニーズ）を尋ねた。研修ニー
ズを把握する項目については，「１．政府や文部科学省
等の ICT活用に関する政策の動向」,「２．研究開発指定
学校等の先導的な ICT活用実践校での実践事例」，「３．
一般的な学校での ICT活用の実践事例」，「４．ICT活用
の学習効果に関する実証的な研究等の調査結果，データ，
資料」，「５．パソコンや一般的なソフトの操作方法」，
「６．授業に使えるパソコン用の教材ソフトやデジタル
コンテンツ（含 デジタル教科書）」，「７．タブレット端
末（iPad，Android，Windows等）やアプリの操作方法」，
「８．授業に使えるタブレット端末用の教材アプリやデ
ジタルコンテンツ（含 デジタル教科書）」，「９．電子黒
板の操作方法」，「10．授業に使える電子黒板用の教材ソ
フトやデジタルコンテンツ（含 デジタル教科書）」，「11．
授業における ICT活用の考え方や学術的な理論」，「12．
授業において教員が ICT を活用する具体的なノウハ
ウ」，「13．授業で生徒に ICTを活用させる具体的なノウ
ハウ」，「14．自分の授業で ICTを活用した場合の学習効
果の測定方法」，「15．学校における ICT機器の適切な保
守・管理の方法」，「16．学校における ICT活用の推進体
制や校内研修のあり方」の計16項目を準備した。
ICT授業活用に期待する効果を把握するために，前報

（森山，2019）の作成した ICT活用に対する学習効果期
待を把握する質問項目（「学びの探究的深化期待」（「協働
学習の深化期待」,「個人内学習の深化期待」）,「学習意欲
の向上期待」,「表現力の育成期待」の３因子２クラスタ)，
計17項目を準備した。
2.3分析の手続き
まず，ICT授業活用の研修ニーズを把握する16項目に
ついて，主因子法，プロマックス回転を用いて因子分析
を行った。因子分析では，初期解を得た後，固有値が1.0
以上で減衰の大きくなる直前の因子数を対象に，因子軸
の回転を施した（カイザー・ガットマン基準）。因子分析
の後，因子別に平均値を求めると共に，ICT活用・非活

用群間で比較した。
次に，研修ニーズと学習効果期待との関連性を把握す
るために，上記で抽出された研修ニーズに対する学習効
果期待３因子２クラスタの影響力について，① CL1：協
働学習の深化期待，② CL2：個人内学習の深化期待，③
F2：学習意欲の向上期待，④ F3：表現力の育成期待を説
明変数とする重回帰分析を行った。
なお、統計解析に使用したソフトウェアは，㈱

BellCurve社の「エクセル統計2016」Ver.3.00であった。

３．結果及び考察
3.1中学校教員の ICT 授業活用の研修ニーズの状況
まず，研修ニーズを把握する16項目について平均値を
単純集計した（表１）。その結果，「一般的な学校での
ICT活用の実践事例」（3.38），「授業に使えるパソコン用
の教材ソフトやデジタルコンテンツ（含 デジタル教科
書）」（3.37），「授業に使えるタブレット端末用の教材ア
プリやデジタルコンテンツ（含 デジタル教科書）」（3.
23）の平均値が高くなった。これに対して，「政府や文部
科学省等の ICT活用に関する政策の動向」（2.29），「授業
における ICT活用の考え方や学術的な理論」（2.50），「学
校における ICT活用の推進体制や校内研修のあり方」（2.
61）の平均値が低くなった。
3.2中学校教員の ICT 授業活用の研修ニーズの因子構造
上記の研修ニーズ16項目に対して，主因子法，プロマッ
クス回転を用いて因子分析を行った（表２，３）。その結
果，最終解として4因子が抽出された。
第１因子には，「授業に使えるタブレット端末用の教
材アプリやデジタルコンテンツ（含 デジタル教科書）」，
「タブレット端末（iPad，Android，Windows等）やアプリ
の操作方法」，「パソコンや一般的なソフトの操作方法」
等６項目が含まれた。これらは，実際に授業で使用する
ICT機器や教材アプリ，デジタルコンテンツの操作方法
に関する研修内容へのニーズを示すものと考えられる。
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そこで，これを「ICT機器・教材の操作方法」因子と命名
した。第２因子には，「学校における ICT活用の推進体
制や校内研修の在り方」，「政府や文部科学省等の ICT活
用に関する政策の動向」，「ICT活用の学習効果に関する
実証的な研究等の調査結果，データ，資料」等６項目が
含まれた。これらは，ICT機器の保守・管理の方法，政
府や文部科学省が示す ICT活用の方向性，ICT活用に関
する実践研究や校内研修等，ICT活用の授業研究を推進
する際に必要となる理論と実践に関する研修内容への
ニーズを示すものと考えられる。そこで，これを「ICT
授業活用の研究推進」因子と命名した。第３因子には，
「授業で生徒に ICT を活用させる具体的なノウハウ」，
「授業において教員が ICT を活用する具体的なノウハ
ウ」の２項目が含まれた。これらは，ICTの活用をする
ための具体的なノウハウに関する研修への期待感だと考
えられる。そこで，これを「ICT授業活用のノウハウ」
因子と命名した。第４因子には，「研究開発指定学校等
の先導的な ICT活用実践校での実践事例」，「一般的な学
校での ICT活用の実践事例」の２項目が含まれた。これ
らは，他の教員が行っている ICT活用の実践事例を紹介
する研修への期待感を示すものと考えられる。そこで，
これを「ICT授業活用の実践事例」因子と命名した。

3.3研修ニーズの因子別平均値
因子別に研修ニーズの強さを把握するため，因子別平
均値を算出した（表４）。その結果，全体では第３因子
「ICT授業活用のノウハウ」(3.21）が最も高く，第４因子

「ICT授業活用の実践事例」（3.18），第１因子「ICT機器・
教材の操作方法」（3.12）と続いた。第２因子「ICT授業
活用の研究推進」は平均値が（2.58）と最も低かった。こ
れらの結果から，中学校教員は ICTの授業活用の研修へ
のニーズとして，ICT機器・教材（ソフト，デジタル教科
書を含む）の操作方法，校内の研究推進，ICT活用のノ
ウハウ，ICT活用の実践事例の４つの観点から捉え，研
修へ対するニーズを形成していることが示唆された。ま
た，研修ニーズのうち，全体としては授業における ICT
活用のノウハウを知りたいというニーズが最も強いのに
対して，校内の研究推進の構築に関するニーズは相対的
に低いことが示唆された。
各因子の尺度平均値と教職経験年数，ICT活用の状況
等との関連性を検討した。二元配置分散分析の結果を表
５に示す。「ICT授業活用の研究推進」因子及び「ICT授
業活用の実践事例」因子では教職経験年数及び ICT活用
状況の主効果がそれぞれ有意であり，教職経験年数15年
以下群及び ICT 活用群の平均値がそれぞれ有意に高
かった（p<.01）。また，「ICT機器・教材の操作方法」因
子では教職経験年数の主効果が有意であり，教職経験年
数15年以下群の平均値が有意に高かった（p<.01）。
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表２ 研修ニーズを把握する項目

表３ 因子間相関（研修ニーズ）

（主因子法，プロマックス回転）
項目変数 F1 F2 F3 F4 共通性

F1（６項目，α＝.86）
⑧授業に使えるタブレット端末用の教材アプリやデジタルコンテンツ（含 デジタル教科書）
⑦タブレット端末（iPad，Android，Windows8など）やアプリ操作方法
⑨電子黒板の操作方法
⑩授業に使える電子黒板用の教材ソフトやデジタルコンテンツ（含 デジタル教科書）
⑥授業に使えるパソコン用の教材ソフトやデジタルコンテンツ（含 デジタル教科書）
⑤パソコンや一般的なソフトの操作方法

0.79
0.78
0.70
0.70
0.63
0.57

-0.02
0.06
0.09
0.02
-0.12
0.09

-0.04
-0.04
-0.01
0.02
0.13
0.05

0.06
-0.04
-0.05
0.05
0.11
-0.09

0.64
0.64
0.63
0.64
0.47
0.41

F2（６項目，α＝.84）
⑮学校における ICT機器の適切な保守・管理の方法
⑯学校における ICT活用の推進体制や校内研修のあり方
⑪授業における ICT活用の考え方や学術的な理論
①政府や文部科学省などの ICT活用に関する政策の動向
⑭自分の授業で ICTを活用した場合の学習効果の測定
④ ICT活用の学習効果に関する実証的な研究等の調査結果，データ，資料

0.05
-0.03
0.08
0.05
-0.02
-0.01

0.82
0.78
0.61
0.56
0.55
0.45

0.06
0.03
0.06
-0.18
0.21
-0.05

-0.11
-0.02
0.02
0.24
0.06
0.34

0.59
0.55
0.44
0.38
0.46
0.36

F3（６項目，α＝.84）
⑬授業で生徒に ICTを活用させる具体的なノウハウ
⑫授業において教員が ICTを活用する具体的なノウハウ

-0.01
0.13

0.06
0.02

0.84
0.75

0.06
-0.02

0.06
0.58

F4（６項目，α＝.67）
②研究開発指定学校などの先導的な ICT活用実践校での実践事例
③一般的な学校での ICT活用の実践事例

-0.04
0.11

0.06
0.01

0.01
0.12

0.81
0.52

0.39
0.36

固有値 2.98 2.51 1.39 1.15



これらのことから，教職経験年数や ICT活用の状況に
よって研修に求める内容に差異が生じていることが示唆
された。言い換えれば，受講する中学校教員の状況に応
じて研修の内容構成を適切に使い分けることの必要性が
示唆された。

表４ 研修ニーズの因子別平均値

3.4学習効果期待と研修ニーズとの因果関係
学習効果期待を説明変数，抽出された研修ニーズ４因
子を目的変数とする重回帰分析を全体及び ICT活用・非
活用群別に行った。その結果，いずれの重回帰分析にお
いても弱いながらも，有意に重相関係数が得られた。全
体としては，「学習意欲の向上期待」及び「表現力の育成
期待」から「ICT授業活用の実践事例」に関する研修ニー
ズへの影響力が弱いながらも有意であった（R =0.28～
0.38，表６）。しかし，その他の関連性については群間に
影響力の差異が認められた。ICT活用群では，全ての学
習効果期待因子から，研修ニーズに対して有意な影響力
が示された（R =0.25～0.37，図１）。具体的には，「協働
学習の深化期待」が「ICT授業活用のノウハウ」，「ICT授
業活用の実践事例」の研修ニーズに有意な影響力を示し
た。また，「個人内学習の深化期待」は「ICT機器・教材
の操作方法」，「ICT授業活用の研究推進」の研修ニーズ
に有意な影響力を示した。「学習意欲の向上期待」では，

「ICT授業活用の実践事例」の研修ニーズに有意な影響
力を示した。さらに，「表現力の育成期待」は，「ICT機
器・教材の操作方法」，「ICT授業活用の実践事例」の研
修ニーズに有意な影響力を示した。これに対して ICT
非活用群では，２つの学習効果期待から，研修ニーズに
対し有意な影響力が見られた（R =0.39～0.44，図２）。
具体的には，「学習意欲の向上期待」が「ICT機器・教材
の操作方法」，「ICT授業活用の実践事例」の研修ニーズ
に有意な影響力を示した。また，「表現力の育成期待」が
「ICT機器・教材の操作方法」，「ICT授業活用の研究推
進」，「ICT授業活用の実践事例」の研修ニーズに有意な
影響力を示した。

3.5考察
以上の結果から，中学校教員の研修ニーズには，「ICT
機器・教材の操作方法」，「ICT授業活用の研究推進」,「ICT
授業活用のノウハウ」,「ICT授業活用の実践事例」とい
う構造が形成されていることが示唆された。また，これ
らの研修ニーズは，中学校教員の教職経験年数，ICT活
用・非活用群という状況によって差異がある事が示唆さ
れた。ICT活用群では，「ICT授業活用の研究推進」,「ICT
授業活用の実践事例」に対して研修ニーズが高いことが
示された。これは ICT活用群が，自己の経験を基に，学
校全体の ICT授業活用を推進していこうとしているた
めではないかと考えられる。一方，「ICT機器・教材の操
作方法」に対しては，教職15年以下群の方が，研修ニー
ズが高いことが示された。これは，若い中学校教員の方
がタブレット端末や電子黒板等の機器やデジタル教材を
より使ってみたいと考えているためではないかと考えら
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表５ 教職経験年数と ICT 活用・非活用群との差異

F1　ICT機器・教材の操作方法 -0.02 0.20 ** 0.09 * 0.13 ** 0.34 F (4,1155)=37.66 **
F2　ICT授業活用の研究授業 0.08 * 0.22 ** 0.03 0.12 ** 0.38 F (4,1155)=48.62 **
F3　ICT授業活用のノウハウ 0.08 0.19 ** 0.07 0.05 0.33 F (4,1155)=35.06 **
F4　ICT授業活用の実践事例 0.06 -0.05 0.18 ** 0.16 ** 0.28 F (4,1155)=37.69 **
*P <.05  **p <.01

標準偏回帰係数

分散分析R
協働学習の
深化期待

個人内学習の
深化期待

学習意欲の
向上期待

表現力の
育成期待

CL1 F3F2CL2

表６ 「学習効果期待」と「研修ニーズ」の関連性（全体）



れる。
次に，学習効果期待と研修ニーズの間には弱いながら
も有意に因果関係が認められた。言い換えれば， ICT授
業活用による学習効果への期待が，研修内容に対する
ニーズの形成に重要な役割を果たしていると考えられ
る。しかし，このような因果関係には，授業で ICTを活
用した実践経験の有無によって両者の結びつき方に差異
が生じていることが示唆された。ICT活用群では「協働
学習の深化期待」や「個人内学習の深化期待」から研修
ニーズへの影響力が認められたのに対し，ICT非活用群
ではこれらの影響力は認められず，むしろ「学習意欲の
向上期待」や「表現力の育成期待」からの影響力が優勢

であった。これは，ICT授業活用研修を実施する場合に，
中学校教員の ICT活用経験に対する一定の配慮の必要
性を示唆しているものと考えられる。例えば，研修プロ
グラムにおいて ICT機器・教材の操作方法を内容に取り
上げる場合，学習意欲の向上を求める ICTの活用方法
と，個人内学習をより深めていくために必要とされる
ICTの活用方法では，同じ形態・内容で研修を実施する
ことは難しい。逆に言えば，研修内容の構成を中学校教
員の ICT活用の実践経験に基づき，学習効果期待の構造
に基づいて設定する等の手立てが重要と考えられる。
これらのことから ICT授業活用に関する教員研修の
構築に向けては，①中学校教員が ICT授業活用に対して
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表６ 「学習効果期待」と「研修ニーズ」の関連性（全体）

標準偏回帰係数(β ≧0.20　 0.20＞β≧0.10

授業活用のノウハウ

機器・教材の操作方法

授業活用の研究授業

学習意欲の向上期待

個人内学習の深化期待

協働学習の深化期待

表現力の育成期待 授業活用の実践事例

8

標準偏回帰係数 β ≧0.20　  0.20＞β≧0.10

授業活用のノウハウ

機器・教材の操作方法

授業活用の研究授業

学習意欲の向上期待

個人内学習の深化期待

協働学習の深化期待

表現力の育成期待 授業活用の実践事例

図１ 「学習効果期待」と「研修ニーズ」の関連性（ICT 活用群）

図２ 「学習効果期待」と「研修ニーズ」の関連性（ICT 非活用群）



適切な学習効果への期待を形成できるよう支援するこ
と，② ICT活用に関する実践経験の有無を考慮した研修
内容構成を適切に使い分けることの重要性が指摘でき
る。

４．まとめ
以上，本研究では中学校教員の ICT授業活用に対する
教員研修に対するニーズの形成状況を把握した。その
後，ICT授業活用に対する学習効果期待と研修ニーズと
の関係性を把握した。その結果，本調査の条件下で以下
の知見が得られた。
⑴ 中学校各教科の教員が ICT活用の教員研修に対し
て抱く研修ニーズとして，「ICT機器・教材の操作方法」
因子，「ICT授業活用の研究推進」因子，「ICT授業活用
のノウハウ」因子，「ICT授業活用の実践事例」因子の
4因子が抽出され，これら４つの観点から研修内容を
捉え，期待感を形成していることが示唆された。
⑵ 抽出された４因子の平均値を比較したところ，「ICT
授業活用のノウハウ」因子の平均値が最も高く，「ICT
授業活用の研究推進」因子の平均値が最も低かったこ
とから，授業における ICT活用のノウハウを知りたい
という研修ニーズが最も強いのに対して，校内の研究
推進の構築に関する研修ニーズは相対的に低いことが
示唆された。
⑶ 抽出された4因子と教職経験年数や ICT活用状況と
の関連性を検討したところ，ICT活用群では「協働学
習の深化期待」や「個人内学習の深化期待」から研修
ニーズへの影響力が認められたのに対し，ICT非活用
群ではこれらの影響力は認められず，むしろ「学習意
欲の向上期待」や「表現力の育成期待」からの影響力
が優勢であった。このことから，受講する中学校教員
の状況に応じて研修の内容構成を適切に使い分けるこ
との必要性が示唆された。
以上の結果から，ICT授業活用に関する研修システム
の構築に向けては，①中学校教員が ICT授業活用に対し
て適切な学習効果への期待を形成できるよう支援するこ
と，② ICT活用に関する実践経験の有無を考慮した研究
内容構成を適切な使い分けることが重要であると推測さ
れた。今後は，本研究の追試を行うとともに，得られた
知見に基づいた教員研修を開発・実施し，その効果を検
討する必要があろう。これについては今後の課題とす
る。
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